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環境省『一般廃棄物処理事業調査』3年連続全国第一位
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
、
榎
田
大
樹
選
手
の
プ
ロ
野
球

界
入
り
が
決
ま
り
ま
し
た
。
寅
年
の
最
後

に
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
・
一
位
指
名
入
団

と
い
う
縁
の
良
さ
を
感
じ
ま
し
た
と
と
も

に
、
本
町
出
身
・
現
役
４
人
目
の
プ
ロ
野

球
選
手
誕
生
に
と
て
も
誇
ら
し
い
気
持
ち

で
新
春
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
を
一
言
で
総
括
い
た
し
ま
す
と
、

ま
さ
に
忍
耐
と
基
礎
固
め
の
年
で
あ
り
ま

し
た
。
口
蹄
疫
へ
の
対
応
に
大
変
苦
慮

し
、
関
係
者
の
長
期
間
に
わ
た
る
苦
痛
は

想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
い

た
し
ま
す
。
結
果
的
に
、
口
蹄
疫
の
侵
入

を
阻
止
で
き
ま
し
た
こ
と
や
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
発
行
事
業
へ
の
補
助
な
ど
、

で
き
う
る
対
策
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
一
年
を
通
し
て
皆

様
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
の
対
策
、

将
来
の
大
崎
町
発
展
の
た
め
の
基
礎
を
形

づ
く
る
対
策
が
で
き
た
と
捉
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
安
心
・
安
全
の
確
保
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
①
町
内
の
大
部
分
で
救
急

車
の
到
着
時
間
を
短
縮
す
る
大
崎
救
急
分

駐
所
の
開
設
、
②
町
職
員
が
直
接
消
火
活

動
を
行
う
特
設
分
団
の
設
置
、
③
自
主
防

災
組
織
率
の
向
上
と
い
う
救
急
・
防
災
対

策
の
三
本
柱
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
鹿
児
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
と
『
災
害
時
に
お
け
る
生
活
物
資
の

供
給
に
関
す
る
協
定
』
の
締
結
も
含
め
、

皆
様
の
安
心
安
全
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

大崎町長　東靖弘

新年のごあいさつ
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す
る
体
制
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
礎
づ
く
り
の
部
分
で
は
、
曽

於
南
部
畑
地
か
ん
が
い
事
業
や
長
田
地
区

の
水
田
ほ
場
整
備
、
町
内
全
て
の
小
中
学

校
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
・
校
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
整
備
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
野
方
地
区
を
拠
点
と
し
、

企
業
間
交
流
を
促
進
す
る
『
大
崎
も
の
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
振
興
会
』が
発
足
し
、

将
来
の
農
業
・
教
育
・
産
業
の
活
性
化
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
事
な
が
ら
、
本
年
は
大
崎
町
長
と
し

て
十
年
目
を
迎
え
る
と
い
う
節
目
の
年
に

な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
か
ね
て
か
ら
待

望
し
て
お
り
ま
し
た
新
た
な
総
合
計
画
が

ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

計
画
は
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
提
言
の

ほ
か
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
情
や
熱
い

想
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
本
町
の
今
後

十
年
の
進
路
を
指
し
示
す
強
力
な
羅
針
盤

に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
節
目
と
の
巡
り
合
せ
に
、
新

鮮
な
気
持
ち
で
新
年
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
種
を

蒔
き
、
芽
を
出
し
た
取
り
組
み
を
一
つ
ひ

と
つ
結
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改

め
て
決
意
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
が
思
う
と
こ
ろ
は
、
一
つ
課
題
を
解

決
す
る
た
び
、
ま
た
別
の
課
題
が
出
て
く

る
、
行
政
に
お
け
る
課
題
の
解
消
は
、
永

遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
今
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
、

確
実
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
理
想
へ

の
近
道
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
商
工
観
光
振
興
、
野
方
Ｉ

Ｃ
設
置
推
進
、
子
ど
も
達
の
に
ぎ
わ
い
溢

れ
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
理
想
と
す
る
ま

ち
へ
の
道
は
ま
だ
ま
だ
半
ば
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
大
崎
町
民
の
英
知
を
結
集
し
、
果

敢
に
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
政
に
対
す
る
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
新
し

い
年
が
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

二
〇
一
一
年
、
兎
の
年
が
さ
ら
な
る
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
し

て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大
崎
町
長　
　

東　
　

靖　

弘

▲志布志湾岸フォトコンテスト
　応募作品『名馬の育成』
　大崎海岸
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榎
田
大
樹

　

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
に
お
い
て
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
１
位
指
名
受
け
、
入
団

が
決
ま
っ
た
榎
田
大
樹
さ
ん
が
12
月
28
日

㈫
に
役
場
を
訪
れ
、
東
靖
弘
町
長
に
入
団

報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

役
場
前
で
は
、
大
崎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少

年
団
と
大
崎
中
学
校
野
球
部
員
が
出
迎
え

を
行
い
、
大
先
輩
の
活
躍
を
盛
大
に
祝
福

し
ま
し
た
。

　

激
励
会
で
は
、
少
年
団
時
代
指
導
を
行

な
っ
て
い
た
新
留
勝
郎
さ
ん
（
大
崎
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
少
年
団
名
誉
監
督
）
が
選
手
の

紹
介
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
彼
は
少
年
団
時
代
か
ら
、

と
て
も
ま
じ
め
で
素
直
な
性
格
の
持
ち
主

だ
っ
た
。全
国
大
会
で
優
勝
し
た
当
時
は
、

５
年
生
な
が
ら
中
心
的
メ
ン
バ
ー
。
と
て

も
努
力
家
で
叱
っ
た
記
憶
が
無
い
。」
と

当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

東
靖
弘
町
長
は
、「
榎
田
選
手
で
現
役

４
人
目
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
町
民
に
と
っ
て
大
変
誇

り
で
あ
り
ま
す
。

榎田大樹プロフィール

厳
し
い
世
界
だ
と
思
い
ま
す
が
、
持
ち
前

の
根
性
と
培
っ
て
き
た
努
力
で
突
き
進
ん

で
ほ
し
い
。
故
障
な
く
一
軍
で
活
躍
で
き

る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

榎
田
選
手
は
、「
少
年
団
時
代
に
技
術

だ
け
で
な
く
、
礼
儀
や
人
間
性
を
学
ん
だ

こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
ま
ず
は
、
結
果
を

残
し
信
頼
さ
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
。
ま

た
、
大
崎
町
現
役
４
人
目
の
プ
ロ
野
球
選

手
と
し
て
、
小
・
中
学
生
の
見
本
と
な
り
、

目
標
と
な
れ
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た

い
。
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。　

　

榎
田
選
手
は
、
育
て
て
く
れ
た
故
郷
へ

の
感
謝
と
し
て
、
町
に
百
万
円
と
少
年
団

へ
寄
付
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
サ
イ
ン
を
お
願
い
す
る
少
年

団
員
に
囲
ま
れ
、
終
始
な
ご
や
か
ム
ー
ド

で
、
後
輩
た
ち
に
「
夢
は
叶
う
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

期待のエースだ！

信
頼
さ
れ
る
投
手
に
な
り
た
い
！

■プロフィール

　昭和６１年８月７日生まれ（２４歳）

■大崎小学校

　４年生で大崎ソフトボールスポーツ少

　年団入団　外野手として活躍

　第１１回全日本小学生男女ソフトボー

　ル大会優勝　

■大崎中学校

　大崎中野球部（軟式野球）

　外野手兼投手として活躍

■小林西高校（宮崎県）

　１年生から投手として活躍し，宮崎県

　大会ではベスト４

■福岡大学（福岡市）

　左のエースとして活躍し，大学選手権

　出場に貢献

■東京ガス（東京都）

　１年目に左のエースとして都市対抗野

　球に出場し，若獅子賞を受賞

　野球日本代表選手に選ばれ，2010 広州

　アジア大会に出場し，銅メダルを獲得

■ドラフト会議２０１０

　阪神タイガースに１位指名

　ドラフトプロフィールでは，『社会人　

　NO.1 左腕 多彩な変化球が魅力』と評

　価を得る



� 平成 22 年度　広報おおさき　1 月号�

僕らの原点
■�広島東洋カープ松山竜平選手と阪神タイガース榎田大樹選手
が大崎ソフトボールスポーツ少年団練習始め式に参加

　

平
成
23
年
１
月
３
日
（
月
）、
大
崎
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
練
習
始

め
式
が
研
修
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

   

練
習
始
め
式
に
は
、
同
少
年
団
Ｏ
Ｂ
の

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
松
山
竜
平
選
手
と
今

期
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
入
団
が
決
ま
っ

た
、
榎
田
大
樹
選
手
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

団
員
・
Ｏ
Ｂ
・
育
成
会
員
な
ど
全
員
で

円
陣
を
組
み
、
主
将
の
下
井
倉
徹
哉
君
の

音
頭
で
新
年
の
『
三
本
締
め
』
を
行
い
ま

し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
を
代
表
し
て
松
山
選
手
と
榎
田
選

手
が
新
年
の
豊
富
を
語
り
ま
し
た
。

　

松
山
選
手
は
、「
大
樹
と
の
対
戦
が
楽

し
み
。
一
軍
に
上
が
っ
て
大
崎
町
を
盛
り

上
げ
て
行
き
た
い
。」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

榎
田
選
手
は
、「
開
幕
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
入
り
を
目
指
し
た
い
。
少
年
団
の
皆
さ

ん
、
ソ
フ
ト
や
野
球
だ
け
で
な
く
、
勉
強

も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
後
輩
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
競
争
で
は
、
松
山

選
手
が
豪
快
な
ス
イ
ン
グ
で
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
連
発
、
そ
の
後
２
人
で
団
員
に
ノ
ッ
ク

を
行
い
ま
し
た
。

　

２
人
は
、
同
少
年
団
が
初
め
て
全
国
大

会
で
優
勝
し
た
際
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
。

（
当
時
松
山
選
手
６
年
榎
田
選
手
５
年
）　

　

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、
土
に
ま
み
れ
た

少
年
団
時
代
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
年
は
、
Ｏ
Ｂ
の
福
留
孝
介

選
手
（
シ
カ
ゴ
カ
ブ
ス
）
が
、
ア
ト
ラ
ン

タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
年
で
、
壮

行
会
に
少
年
団
員
と
し
て
参
加
し
、
プ
ロ

野
球
選
手
へ
の
夢
を
思
い
描
い
た
と
き
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
日
、
迎
え
て
く
れ
た
子
ど
も
達
を
当

時
の
昔
の
自
分
に
重
ね
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
「
こ
こ
は
、
僕
ら
の
原
点
。」
と
声
を
揃

え
る
２
人
は
、
活
躍
し
て
ま
た
こ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。　

■
広
島
東
洋
カ
ー
プ

　

松
山
竜
平
選
手

■
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

　

榎
田
大
樹
選
手

榎田選手

福留選手

松山選手

▲グラウンドの片隅に残る記念
碑は，全国制覇を記念して建て
られたものです。
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ォト
ニュース

フ

１広報の仕事を体験！３

　12 月 11 日（土），岡別府地区の湧水地でホタ
ルの幼虫の放流会を行ないました。
　持留小児童・保護者，地域住民，持留岡別府地域
保全協議会のメンバーらは，消えつつあるホタルを
守ろうと平成 21 年に『ホタルの会』を結成し，５
月に捕獲したホタルから産卵・ふ化させ集中飼育
セットで育ててきました。
　会員は 150 匹の幼虫を，今年５月に光を放ちな
がら飛び回る姿を願って，清流に放ちました。

４ ホタルの乱踊を願って！

　福元シカさん（仮宿下集落）が平成２２年度の農
山漁村活動功労者に選ばれ表彰されました。
　この賞は，福元さんが生活改善グループ活動を通
じて，長年，地域農産物の加工指導に取り組むとと
もに，『大崎町生活改善グループ』を結成し，初代
会長を努めるなど，地域特産品の開発に大きく貢献
された功績が称えられたものです。

　志布志高等学校１年生の６人が職場体験に役場を訪
れました。
　今回は，「広報の仕事とは」をテーマに，広報誌の作
り方，写真の撮り方などを説明しました。
　高校生の視点で大崎町をＰＲしてもらおうと，ＰＲ
ポスターを作成することとなり，生徒たちは，ＰＲし
たい場所の写真撮影やコメントに関する取材などを行
ない，ポスターにまとめました。
　完成したＰＲポスターは，役場ロビーに展示してあ
りますので，ぜひご覧ください。

地域特産品開発に大きく貢献！

大崎町の子どもたちの育ちを考える！２

　12 月 13 日（月），中央公民館において，町主
催の『大崎町の子どもたちの育ちを考える学習会』
が，開催され町内外から，子供の教育に携わる保育
士，幼稚園教諭等が集いました。
　講師に，鹿児島大学大学院の土岐篤史准教授を迎
え，『発達と発達支援を考える』と題した講話が行
なわれました。
　自閉症をはじめとする広

こうはん

汎性発達障害や注意欠陥
多動性障害（ADHD）などの発達障害の理解につい
て学びました。
　参加した 130 人は，最後に「子どものことが大
好きなら頑張ろう！」と誓い合って終了しました。

１

２

３

３

４

４

４
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写 るみ 大真 崎で

良い年を願い門松作り！６

　12 月 19 日（日），大崎小学校校庭で育児の日
フェスティバルが開催されました。
　ＮＰＯわんぱーくが主催したもので，鹿児島を
中心に活動する『伝承遊びと創作遊び』を育てる
会のメンバーも参加し，駒やごゴム鉄砲，お手玉
など 13 ケ所のブースで昭和の遊びを交えて子ど
も達と一緒にコミュニケーションを図りました。
　空高く上昇した風船から，発砲スチロールでつ
くった飛行機が飛び交うアトラクションでは，飛
行機を手にしようと走り回る子供たちの笑顔が印
象的でした。
　また，会場では，餅つきやそば打ち体験も行な
われ，参加者に振舞われました。

育児の日フェスティバル５

　12 月 27 日（月），中央公民館において町内の
各分館長が集い門松づくりを行ないました。
　作業はすべてボランティアで，日頃の分館活動
で利用する中央公民館への感謝と” 良い年” を迎え
られるよう始められたもので，今年で５年目を迎
えました。

５

５

５

防疫体制を強化！口蹄疫から家畜を守ろう７

　平成 22 年４月に宮崎県で発生した口蹄疫を教
訓とし，日頃から防疫体勢を整え，家畜伝染病か
ら家畜を守る意識を高めようと，簡易消毒装置の
実演会を行ないました。
　この車両消毒機は，大崎町ものづくりネットワー
ク振興会会員の ( 有 ) 村田組が中心となり，日本
ハードウェア（株）協力のもと，完成させたもの
です。
　製作にあたった ( 有 ) 村田組から，特徴や機能が
説明されました。
　実演会に集まった畜産農家は，構造やコスト，
設置方法について意見交換を行ないました。

謹賀新年！新年を祝う初日の出８

　１月１日 ( 土），大崎海岸には，初日の出を待つ
人々が大勢集まっていました。
　前日は，雪の大晦日となり，天候も心配されま
したが，７時過ぎ，日の出が水平線から現れると，
参拝者は新しきこの一年の幸せを祈願しました。

６

７

７

８
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族経営協定調印式家
魅力ある農業経営を目指して！

　11 月 29 日 ( 火），平成 22 年度家族経営協定
調印式が行われました。
　家族経営協定とは，家族農業経営にたずさわる
各世帯員が，経営方針や役割分担，家族みんなが
働きやすい就業環境などについて取り決めるもの
です。
　今回，協定を締結した家族は，５組（茶専門型
３組，養豚１貫型１組，露地野菜＋生産牛複合型
１組）で合計 17 組となりました。
　調印後，締結者代表の中原正則さん（茶専門型）
が，『家族での農業経営の楽しさや話し合いの大事
さが，他の農業経営者の方々にも伝わり，家族経
営協定締結家族が増え，町の基幹産業がますます
発展することを願っています。』と挨拶を行ないま
した。

▲調印式では，関係者立会いの下，協定書に記載され
た取り決め事項を確認後，署名調印を行いました。

ＶＰ・完全優勝を報告！

　12 月 13 日（月）～１６日（木），インド・ムンバイ
で開催された『第４回アジア男子ジュニア選手権大会』

（兼第９回世界男子ジュニア選手権大会アジア地区予選）
に出場した男子Ｕ１９日本代表宮路充選手（本町永吉）
が，同２４日（金）結果報告に役場を訪れました。
　宮路選手は，全国から選抜された 158 名の選手の内
から最後の日本代表 17 名に選出されました。
　チームは，圧倒的な強さで予選リーグ・最終順位決定
戦を無敗のまま駆け抜け，『完全優勝』を果たしました。
　宮路選手は，３本のホームランを放ち，チームを勝利
へ導いたことから，ＭＶＰ（最優秀賞）を獲得しました。
　今春，富山県のＹＫＫ株式会社に就職が内定しており

「今大会は，とてもいい経験になった。次は社会人で活
躍し，日本代表に選ばれるような選手になりたい」と話
してくれました。

男子U19日本代表宮路充選手

▲東町長と握手を交わす宮路充選手（鹿屋農業
高校３年）　

Ｍ

んなでつなごう九州の環
わみ

　東九州自動車道建設促進協議会（会長：広瀬勝貞
大分県知事）と東九州軸推進機構主催による『東九
州自動車道建設促進地方大会』が 11 月 19 日（金），
鹿屋市の文化会館で行われ，各都道府県知事をはじ
め沿線自治体，地域の方々が出席しました。
　各都道府県知事がそれぞれ来賓挨拶を行い『地域
間交流の推進に大きく貢献する最重要路線』と必要
性をＰＲしました。
　九州の一体的発展には不可欠として，東九州道の
一日も早い全線開通実現に向け，関係機関等に積極
的にアピールしていくことを確認しました。

九州自動車道早期完成をＰＲ

▲「早期完成に向けて頑張ろう！」と頑張ろう三唱
を行ないました。

タウントピック
ス
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いやりの心を大切に思
～人権について考えよう～

　国際連合が定める人権デー（12 月 10 日）を
最終日とする１週間を『第 62 回人権週間』とし
て，人権啓発活動が行なわれました。
　その活動の一環として，２日（木）に曽於部会
人権キャラバン隊が本町を訪れました。
　本町擁護委員の北村厚義さんが，住民の皆様に
人権問題に対する理解を深めてもらうためのメッ
セージを伝達しました。
　人権とは，すべての人が生まれながらに持って
いる，幸せに生きていくための権利です。あらゆ
る差別や偏見をなくし，みんなが明るく暮らせる
社会をつくるために，もう一度，身近なことから
人権を考えてみてください。

▲曽於部会人権キャラバン隊が役場を訪れメッ
セージを届けました。

国小・中学校作文コンクール全
入選 菱田小学校 渡辺君

▲ひとり一人が，『思いやりの心』と『かけが
えのない命』を大切にすることが今まさに求め
られています。

人権教育啓発講演会
　～人権の重要性を感じて～

　12 月５日（日），中央公民館において，人権教
育啓発講演会が開催されました。
　日本教育カウンセラー協会鹿児島支部代表の石
塚勝郎氏を招き，『共に生きる心で』と題した講演
が行なわれました。
　石塚さんは，講演のなかで「差別とは，人間の
尊厳を傷つけ人間の自由を奪い，人間の平等を侵
害することであり，差別をしないためには，自ら
の差別心に気づく自己認識と，人権侵害をしない
自分づくりに努めることが大切である」と訴えま
した。
　当日は，アトラクションとしてピアノ演奏や合
唱も行なわれました。
　また，人権標語コンクールの表彰式なども行な
われ，参加者は “人権” について，改めて考え直す
きっかけとなりました。

　　　

　第 60 回全国小・中学校作文コンクールの県審
査で，県知事賞を受賞した菱田小学校１年渡辺彰
仁君の作品が，中央審査の結果入選しました。
　１２月４日（土）に東京で行なわれた受賞式に
参加し，同８日（水）に町長室を訪れ，受賞報告
を行ないました。
　この作品は，絵本の主人公へ向けて手紙のつも
りで母親への気持ちを素直に綴ったもので，家族
に対する愛情がとてもよく表現されています。
　渡辺君は，『本を読むことや絵を描くことが大
好き。将来は，絵本作家になりたい』と夢を話し
てくれました。 ▲渡辺君の作品は，『広報おおさき１１月号』

で紹介しています。
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みんなで支える介護保険　No97
■問い合わせ　保健福祉課　介護保険係　☎476-1111（136）

大崎町の医療費
■問い合わせ　保健福祉課　国民健康保険係　☎476-1111（135）

区　　　分 診　療　年　月
国民健康保険

一　　般　　分 退　職　者　分 合　　　　　計

被保険者数
平成 22 年 8 月 4,908 人 267 人 5,175 人
平成 21 年 8 月 5,213 人 208 人 5,421 人

医療費総額
平成 22 年 8 月 147,707,277 円 5,924,229 円 153,631,506 円
平成 21 年 8 月 137,505,550 円 3,152,336 円 140,657,886 円

一 人 当 た り
医 療 費

平成 22 年 8 月 30,095 円 22,188 円 29,687 円
平成 21 年 8 月 26,377 円 15,155 円 25,947 円

平成２2年度	 	 	 　

国保

介護

第 1 号被保険者（６５歳以上の人） 4,743 人 平成 22 年 10 月
末日現在要介護（支援）認定者 838 人

給
付
実
績

在宅介護サービス費  36,796,689 円

平成 22 年 9 月
の給付実績

施設介護サービス費   49,629,561 円

その他（介護予防サービス費も含む）  25,054,919 円

介護サービス費　　　合計 111,481,169 円

介護保険事業の実績についての報告（利用者の１割負担を除いた大崎町の支払い分）

◆　介護支援専門員（ケアマネジャー）について

　要介護者又は要支援者からの相談に応じ，要介護者等がその心身
の状況などに応じ適切な介護保険サービスを利用できるようにサポ
ートする専門家です。介護全般に関する相談援助や関係機関との連
絡調整，介護保険の給付管理を行います。
　介護保険のサービスは，介護サービスの計画（ケアプラン）に基
づいて提供されますので，ケアマネジャーと相談して，本人の希望
や状態に応じた適切なケアプランを作ってもらいましょう。

　確定申告を 2 月にされる方で，介護保険の要介護認定（要介護１
以上の認定）を受けている方又は扶養家族で介護保険の要介護認定

（要介護１以上の認定）を受けている家族のいる方につきましては，
障害者控除の対象になりますので，保健福祉課の窓口で『障害者控
除対象者認定書』の申請をお願いします。

　　　　　　　　　※障害者控除判断基準

●大崎町の介護保険事業の報告

介護支援専門員（ケアマネジャー）とは

確定申告をされる方へ

要介護状態区分 認 定 区 分

要介護１・要介護２ 障害者に準ずる。

要介護３～要介護５ 特別障害者に準ずる。

まちからのお知らせ，生活に関する制度について ホットライン

申請が
必要です。
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ホットラインおおさき

畜産 保健師だより
■問い合わせ　保健福祉課　健康増進係　☎476-1111（131）保健

感染性胃腸炎に注意しましょう。
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は特に冬季に流行し，今年も増加しています。ノロウイ
ルスは手指や食品などを介して，経口で感染し，嘔吐・下痢・腹痛・発熱などを起こします。一般的
に健康な方は軽症で回復しますが，子どもや高齢者・免疫力の低下した方などは重症化することもあ
ります。ノロウイルスにはワクチンや有効な薬剤がなく，治療は点滴などの対症療法に限られます。
したがって，感染しないように下記のような予防対策を徹底しましょう。
①�患者の便や嘔吐物にウイルスが排出されるので，特に食事や調理の前後，トイレや汚染物の処理後

には，流水と石けんで手洗いを行い，ウイルスを洗い流すことが大切です。
　（症状が改善したあとも 1 週間～ 1 ヶ月はウイルスの排出が続くこともあります。）
②�ノロウイルスの消毒には，エタノールや逆性石けん（洗浄作用は弱いが，強い殺菌力があり医療消

毒などに用いられる。）はあまり効果がないと言われています。ウイルスに汚染した物や場所を消毒
するときは，次亜塩素酸ナトリウム（家庭用塩素系漂白剤：ハイター，ブリーチなど）や熱湯（８５℃
以上）で 1 分以上の加熱が有効です。また，消毒や洗濯できないものなどは高温乾燥やスチームア
イロンも効果的です。（次亜塩素酸ナトリウムを手指など体の消毒には，使用しないでください。）

③�ノロウイルスは乾燥すると空気中に漂い，口に入って感染することがあります。嘔吐物などを処理
するときは，マスクの着用と換気を行い，使用したマスクや手袋、ペーパータオルなどはビニール
袋に入れ，密封して処分するようにしましょう。

④�カキなどの二枚貝を食べるときには，中心部まで十分に（８５℃以上で 1 分以上）加熱しましょう。
また，使用した調理器具も洗浄・消毒を行いましょう。

２月まで子宮・乳がん検診が病院で受けられます！
　平成 22 年度の子宮・乳がん検診の集団検診は 11 月に終了しましたが，都合により集団検診を受
けられなかった方のために，今年度から病院でも町の一部助成で，子宮・乳がん検診を２月末まで受
けられるようになりました。　　　　
　また，乳がん検診につきましては，相良病院の検診車が大崎町に来て，一日の脱漏検診を実施する
ことになりました。ぜひこの機会をお見逃しなく，ご自分のために検診を受診しましょう。

場　　　所：大崎町保健センター
日　　　時：平成 23 年２月２７日（日）10：00 ～ 15：00
対　象　者：平成 22 年 4 月以降に乳がん検診を受診していない 40 歳以上の女性
検 診 内 容：問診とマンモグラフィ（40 歳代は二方向撮影，50 歳以上は一方向撮影）
料　　　金：40 歳代：2,500 円，50 歳以上：1,500 円
申し込み方法：必ずお電話でお申し込み下さい。完全予約制です。
申込受付期間：平成 23 年 1 月２５日（火）．２６日（水）．２７日（木）
受 付 時 間：午前　9：00 ～ 12：00　午後 1：00 ～ 5：00
申し込み先：博愛会　相良病院　健診事業部
　　　　　　　℡： 099-224-1821

相良病院の乳がん検診追加実施決定！

受け忘れは
ありませんか？

期間があと残り
わずかです。
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役場の組織機構の変更について
■問い合わせ　総務課　人事電算係　☎476-1111（213）

まちからのお知らせ，生活に関する制度について ホットライン

総務

大崎オープンゴルフ大会結果発表
■問い合わせ　大崎オープンゴルフ大会実行委員会事務局（総務課内）☎476-1111（211）総務

平成23年４月１日から

役場の組織機構が変わります
　町民の皆様により分かりやすい組織機構とするため，平成２３年４月１日から課等の名称が下記のと
おり変わります。
　なお，新しい役場の機構図は，平成２３年３月号の『広報おおさき』でお知らせします。

【現課名】 【新課名】

住　民　課

まちづくり推進室

住民環境課

企画調整課

税　務　課

大崎オープンゴルフ大会 平成22年
11月23日〜11月28日

　

平
成
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年
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か
ら
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し
た
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開
催
予
定
で

し
た
が
、
口
蹄
疫
の
影
響
も
あ

り
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
行
委
員
会
で
開

催
時
期
・
方
法
な
ど
を
試
行
錯

誤
し
た
結
果
、
今
回
は
ロ
ン
グ

ラ
ン
方
式
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
中
に
は
期
間
中
に
数

回
ラ
ウ
ン
ド
さ
れ
た
方
も
い
た

よ
う
で
す
。

　

今
大
会
の
優
勝
者
で
あ
る
河

野
さ
ん
は
丸
尾
集
落
出
身
で
鹿

児
島
市
在
住
、
今
ま
で
に
も
数

回
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
父
・
兄
・
近
所
の
方
と
一
緒

に
プ
レ
ー
し
、
イ
ー
グ
ル
が
で

る
な
ど
ス
ー
パ
ー
シ
ョ
ッ
ト
も

飛
び
出
し
た
よ
う
で
す
。

第14回

レ
デ
ィ
ー
ス

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

敢
闘
賞

Ｂ
Ｂ
賞

80　

位

70　

位

60　

位

50　

位

40　

位

30　

位

20　

位

10　

位

９　

位

８　

位

７　

位

６　

位

５　

位

４　

位

３　

位

準
優
勝

優　

勝

成　

績

山
岡
京
子

川
野
順
一

上
档
幸
子

鷲
塚
カ
ヨ
子

赤
池
徳
男

西
ノ
園
翠

藤
井
光
興

鈴
木
重
臣

白
山
正
浩

日
高
淳
一

富
永
信
一

中
村
孝
一

本
倉
敬
次

四
本
完
三

吉
留　

泉

枦
木
信
一

本
倉
秋
男

川
野
順
一

白
山
正
浩

徳
留
重
信

河
野
浩
太

氏　

名

89 77 129 140 111 142 108 104 80 101 95 89 102 114 99 88 87 77 80 83 81 グロス
75.8 71.0 91.8 88.4 82.2 80.8 79.2 77.6 76.4 75.8 74.6 73.4 73.2 73.2 72.6 72.4 71.4 71.0 70.4 69.8 67.8 ネット

【優勝の河野浩太さん（丸尾出身）】
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住民課国民年金係からのお知らせ
■問い合わせ　住民課　国民年金係　☎476-1111（123）年金

『学生納付特例制度』と『若年者納付猶予制度』
　20 歳以上の方は，学生であっても国民年金に加入しなければなりません。しかし，学生の方は一
般的に所得が少ないため，本人の所得が一定額以下の場合，国民年金保険料の納付が猶予される『学
生納付特例制度』があります。
　対象となる学生は，大学（大学院）・短期大学・高等専門学校・専修学校及び各種学校（修業年限
1 年以上である課程）に在学する方です。また，夜間・定時制及び通信制課程の方も含まれますので，
ほとんどの学生の方が対象となります。（在学証明書か学生証の写しが必要）
　学生納付特例の承認期間は 4 月から翌年 3 月までとなりますが，次の年度も在学予定である場合，
4 月始めに再申請の用紙が送られてきますので，引続き学生であれば申請をしてください。
　また，学生でない 30 歳未満の方で経済的な理由などで保険料を納めることが困難な場合，本人・
配偶者の前年の所得が一定額以下であれば申請をして承認されると，保険料の納付が猶予される『若
年者納付猶予制度』があります。
　これらの申請を行わず，保険料を未納のままにしておくと，病気や不慮の事故などにより障害が残っ
た場合に障害年金を受けることができなくなります。
　なお，承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されま
すが，年金額には反映されません。就職などで，収入が得られるようになった場合は，
将来受け取る年金を増額するため，10 年以内であれば，保険料を納めることができ
る『追納制度』を利用されることをお勧めします。
　詳しくは，お気軽にお近くの年金事務所または役場の国民年金係までお問い合わせ
ください。

　お問合せ先　鹿屋年金事務所　0994-42-5121

曽於地区が火災出火率　県内ワースト３！
■問い合わせ　消防本部　警防課　☎099-482-0579消防

　大隅曽於地区消防組合管内では既に平成 22 年１月から９月にかけて 46 件の火災が発生しており，
10 人の方が負傷，そのうち３人の尊い命が火災により奪われています。また，『たき火』，『こんろ』，『機
器の誤った使用方法』による火災も増えています。これは『人の不注意』が原因となって発生しているも
のです。火を使うときは，必ずその場を離れず，離れる時には必ず火を消すよう習慣づけましょう。

　住宅用火災警報器は，消防法及び火災予防条例により，平成
23 年５月 31 日までにすべての住宅に設置することが義務付け
られています。まだ設置がお済みでないご家庭は早めに設置し
ましょう。

『緊急事態!!』
曽於地区が火災出火率　県内ワースト３!!

お問い合わせ先
消防本部　警　防　課　☎099-482-0579
　　　　　予　防　課　☎099-482-5577
　　　　　北部消防署　☎099-482-0559
　　　　　南部消防署　☎099-477-0119

曽於地区の出火原因　ワースト３
　１位　こんろ　　　　　８件
　２位　風呂・かまど　　５件
　３位　取り灰　　　　　４件

県内消防本部別出火率　ワースト３
　　　１位　阿久根地区　　6.94
　　　２位　さつま町地区　5.38
　　　３位　大隅曽於地区　5.25
　　（※島しょ部を除く。）県平均3.46

ご存知ですか？
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まちからのお知らせ，生活に関する制度について ホットライン

畜産 農業振興センターからのお知らせ
■問い合わせ　農業振興センター　畜産係　営農推進係　☎476-1111（165・168）農政

最高価格（ 血 統 ） 平均価格 前  月  比

雌 653,000 円
（安福久×平茂勝×安平） 353,348 円　 ＋ 15,952 円　

去勢 673,000 円
（勝忠平×百合茂×神高福） 444,941 円　 ＋ 39,576 円　

全体 ※ 価格はセリ価格
（消費税抜き）です。 404,742 円　 ＋ 28,395 円　

  　出水市において野生のツルから高病原性鳥インフルエンザ　　  

　ウイルスが検出されました
　家きんの飼養者は，高病原性鳥インフルエンザの発生を防止するために以下のとおり，侵
入防止等を強化していただきますようお願いします。
　１ 防鳥ネットの整備等により野鳥の鶏舎への侵入を防止する。
　２ 防鳥ネットに破れがないかなど野鳥等の侵入防止対策を点検する。
　３ 農場出入口での消毒の徹底，消石灰等による畜舎周辺の消毒をする。
　４ 鶏舎周囲に穀類等のエサや生ゴミ等の野生動物を誘引するものを置かず，清潔を保つ。
　※ 飼養する鶏等に異常を認めた際は，直ちに連絡をお願いします。
　　 （連絡先　大隅地域振興局 林務水産課 林務係　ＴＥＬ ０９９４－４３－３１０８）

※　１月の子牛セリ市は，１月 25 日（火）から１月 28 日（金）までの 4 日間です。

平成 22 年 12 月　子牛セリ市成績表（町内分）

  新たに就農された皆様へ
　大崎町では有能な農業人材を育成・確保し，新規就農者の就農促進や定着を図ることを目
的として，以下の方を対象に補助金を交付しております。

【対象者】
　大崎町に居住し，就農計画に基づき一定規模の農地又は施設等の保有予定者で，次のいず
れかの要件を満たす方
　⑴新規学卒者　⑵新規参入者 ( 概ね 45 歳以下 ) ⑶Ｕターン者 ( 概ね 45 歳以下 )
　※　以前，新規就農奨励補助金の交付を受けた方は対象外です。

【申請期限】
　補助金の交付を希望される方は，平成 23 年１月 31 日 ( 月 ) までに下記へご連絡ください。
お問い合わせ・連絡先

大崎町役場農業振興センター内　営農推進室　
電話：０９９－４７６－１１１１（内線：１６８）
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まちづくり推進室からのお知らせ
■問い合わせ　まちづくり推進室　企画推進係　☎476-1111（220）まちづくり

大崎町“新”総合計画の基本理念（スローガン）を募集します。
　現行の大崎町総合計画は平成 22 年度で終了するため，地域の特色を生かし，時代に適合する将来のま
ちの姿を示す新たな総合計画を現在策定中です。
　新たな総合計画の策定に当っては，町民の皆さんの提言や意見を取り入れた町民との協働による計画づ
くりを目指します。
　つきましては，平成 23 年度から 10 年間の大崎町のまちづくりを進めるうえで柱となる基本理念（ス
ローガン）について広く町民の皆さんから募集を行い，計画づくりの参考とさせていただきます。
　多くの方々のご応募をお待ちしております。

【募集内容】
１．基本理念（スローガン）
　（参　考）過去の基本理念
　○第３次大崎町総合開発計画（昭和 61 年３月策定）　
　　『豊かでぬくもりに満ちた活力ある町』
　○第４次大崎町総合開発計画（平成３年９月策定）
　　『健康で豊かな活力ある町』
　○大崎町総合計画（平成 13 年６月策定）
　　『ひと・もの・自然，調和が奏でる躍動のまち』

２．基本理念の背景（箇条書きでも可）
　（参　考）平成 13 年 6 月に策定した総合計画の基本理念（スローガン）の背景
　○�『ひと』，『もの』，『自然』の３つの言葉をキーワードに掲げ，これらを有機的に調和させ，『変革の時代』

とも言えるこの 10 年間の様々な困難に立ち向かって，躍動感あふれるまちを創っていく。

【応募の方法又は募集期限】
　持参又はＦＡＸ，郵送，Ｅメールで下記までご応募ください。
　募集期限：平成 23 年２月４日（金）
　※応募する際の様式は任意で結構ですが，基本理念及び住所，氏名，連絡先は必ずご記入ください。
　
【お問い合わせ先】
　大崎町役場　まちづくり推進室　企画推進係
　ＴＥＬ　０９９－４７６－１１１１（内線２２０）
　ＦＡＸ　０９９－４７６－３９７９
　Ｅメール　mati@town.kagoshima-osaki.lg.jp

大崎町指定管理者の募集について
■問い合わせ　まちづくり推進室　商工観光係　☎476-1111（221）まちづくり

　町では平成 23 年 4 月から新たな指定管理者を下記のとおり募集します。
詳細については，まちづくり推進室に問い合わせいただくか，町ホームページに掲載している募集要項等
をご覧のうえ応募をお願いします。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　　　　　　　　　　　　応募施設名：①　大崎町くにの松原キャンプ場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　大崎町益丸プール
　　　　　　　　　　　　業務の内容：管理及び運営業務（５年間）
　　　　　　　　　　　　募集対象者：法人若しくは団体
　　　　　　　　　　　　応募締め切り日：平成 23 年２月７日（月）まで

大崎町指定管理者を募集します。
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事業協同組合ヒューマンサポート
代表理事　小牟田浩さん

　

事
業
協
同
組
合
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ

ポ
ー
ト
で
は
、
農
業
分
野
を
中
心
に

外
国
か
ら
青
年
労
働
者
の
受
け
入
れ

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
中
国
の
送
り
出
し
機
関
と

連
携
し
て
お
り
、
企
業
希
望
人
数
を

現
地
で
面
接
を
行
い
、
年
間
１
０
０

人
程
度
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

同
協
同
組
合
で
は
、
研
修
生
が
習

得
し
た
『
技
術
・
技
能
・
知
識
』
を

母
国
に
持
ち
帰
っ
て
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
開
発
途
上
国
の
農
業
の
振
興

や
社
会
経
済
発
展
の
担
い
手
と
な
る

『
人
づ
く
り
』
に
協
力
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
期
間
は
、
３
年
間
で
、
入
国

後
約
１
ケ
月
間
事
前
研
修
を
行
な
い

ま
す
。

突撃会社訪問
事業協同組合ヒューマンサポート

受け入れ事業で地域に元気を！

　

事
前
研
修
で
は
、
日
本
語
や
日
本

の
習
慣
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

　

11
月
26
日
に
、
26
期
生
と
な
る
研

修
生
が
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
出
国
前
に
送
り
出
し

機
関
で
６
ケ
月
の
日
本
語
研
修
を
受

け
て
お
り
、
と
て
も
き
れ
い
な
日
本

語
で
自
己
紹
介
や
大
崎
の
印
象
な
ど

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

研
修
生
の
平
均
年
齢
は
20
代
前
半

と
若
く
、「
日
本
の
技
術
を
習
得
し
て
、

中
国
の
農
業
を
発
展
さ
せ
た
い
」「
帰

国
し
た
際
に
親
孝
行
し
た
い
」
な
ど

様
々
な
思
い
を
持
っ
て
訪
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
生
達
も
事
前
研
修
終
了

後
、
農
業
や
食
品
加
工
業
な
ど
の
組

合
員
の
企
業
へ
配
属
さ
れ
実
践
実
習

会　社　概　要　

▲ 26 期生となる研修生が町長を表敬
訪問しました。

を
得
て
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

　

受
け
入
れ
た
企
業
か
ら
は
、「
研
修

生
は
と
に
か
く
ま
じ
め
で
一
生
懸
命

で
す
。
研
修
生
の
姿
は
、
社
内
の
職
員

の
や
る
気
を
引
き
起
こ
し
、
結
果
的

に
作
業
時
間
の
短
縮
や
、
社
員
の
仕

事
に
対
す
る
意
識
の
変
化
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。」
と
多
く
の
喜
び
の

声
が
届
い
て
い
る
そ
う
で
す
。　
　

　

小
牟
田
浩
理
事
長
は
、「
外
国
人
研

修
受
け
入
れ
事
業
は
、
発
展
途
上
国

の
青
年
労
働
者
に
技
術
を
移
転
す
る

こ
と
に
よ
る
国
際
貢
献
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
効
果
と

し
て
研
修
生
を
受
け
入
れ
た
企
業
の

活
性
化
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
本

町
の
農
業
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

事業内容　外国人技能実習生事業
設　　立　平成 19 年 6 月１日
代  表  者　代表理事　小牟田　浩
組合員数　４０社
従業員数　　７名
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▲農場での実践実習風景▲事前研修風景
　日本語や日本のマナーなど約１ケ月間学びます。



平成 22 年度　広報おおさき　1 月号17

　

薩
州
島
津
家
当
主

島し
ま
づ
さ
ね
ひ
さ

津
実
久
は
天
文
６
年

（
１
５
３
７
年
）
に
清
水

城
（
霧
島
市
国
分
）
城
主
の

本ほ
ん
だ
た
だ
ち
か

田
董
親
を
伴
い
、
都
城
城

主 

北ほ
ん
ご
う
た
だ
ま
さ

郷
忠
相
と
飫お

び肥
城
主 

島し
ま
づ
た
だ
と
も

津
忠
朝
と
共
に
志
布
志
へ

と
赴
い
た
。

　

志
布
志
で
は
新に
い
ろ
た
だ
し
げ

納
忠
茂
が

島
津
実
久
一
行
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、
こ
こ
に
は
高
山
城

主 

肝き
も
つ
き
か
ね
つ
ぐ

付
兼
続
と
禰ね
じ
め
い
ん

寝
院
領
主 

禰ね
じ
め
き
よ
と
し

寝
清
年
の
両
名
も
同
席
し

て
い
た
。
こ
こ
に
日
向
南
部
、

都
城
、
大
隅
地
域
に
お
い
て
互

い
に
争
い
あ
っ
て
い
た
領
主

が
連
座
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
約
一
年
前
に
は
、
新
納

氏
は
、
北
郷
忠
相
と
島
津
忠
朝

の
連
合
に
よ
り
所
領
を
脅
か

さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
場
に
同
席
し
た

肝
付
兼
続
は
、
新に
い
ろ
た
だ
か
つ

納
忠
勝
と
協

力
し
合
っ
て
島
津
忠
朝
勢
力

を
駆く
ち
く逐
し
た
肝き
も
つ
き
か
ね
お
き

付
兼
興
の
子

で
あ
る
。
す
で
に
天て
ん
ぶ
ん文
２
年

（
１
５
３
３
年
）
に
兼
興
は
亡

く
な
っ
て
お
り
、
家
督
を
継

承
し
た
の
が
兼
続
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
対
立

し
あ
っ
て
い
た
豪
族
が
志
布

志
の
地
に
集
結
し
た
の
は
、

島
津
実
久
の
企
み
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。　
　

　

天
文
３
年
（
１
５
３
４
年
）

に
始
ま
っ
た
島
津
忠
良
・
貴

久
親
子
の
反
撃
に
対
抗
し
て
、

島
津
実
久
は
、
日
隅
地
域
（
日

向
諸
県
地
域
・
大
隅
地
域
）

の
諸
豪
族
と
手
を
組
み
、
一

大
勢
力
の
構
築
を
画
策
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
計
画
に
賛
同

し
た
島
津
忠
朝
、
北
郷
忠
相
、

肝
付
兼
続
、
禰
寝
清
年
ら
は
、

志
布
志
に
集
結
し
、
こ
の
こ

と
を
新
納
忠
茂
に
持
ち
か
け
、

島
津
実
久
を
守
護
職
の
座
に

つ
け
る
た
め
の
協
力
を
求
め

た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
計
画
に
つ

い
て
新
納
忠
茂
は
、
父
忠
勝

に
伺
い
を
立
て
た
の
だ
が
、

忠
勝
の
猛
反
対
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

忠
勝
に
し
て
み
れ
ば
、
領
土

を
巡
っ
て
争
い
あ
っ
て
い
る

歴
史
を
歩
く 
㉑

『
戦
国
時
代
の
群
像

　
　
　
～
第
六
話　
新に
い
ろ
し
納
氏
の
没
落
～
』

島
津
忠
朝
、
北
郷
忠
相
と
手
を

結
ぶ
な
ど
と
は
到
底
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
提
案
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

か
く
し
て
、
島
津
実
久
の
描

い
た
日
隅
諸
豪
族
の
大
連
合
を

背
景
と
す
る
島
津
忠
良
・
貴
久

の
排
除
と
守
護
職
の
継
承
と
い

う
筋
書
き
は
、
新
納
氏
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
夢

物
語
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
然
な
が
ら
、
こ
の
件
に
つ

い
て
新
納
氏
は
、
た
だ
で
済
ま

さ
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
実

久
は
、
島
津
忠
朝
、
北
郷
忠
相
、

肝
付
兼
続
と
と
も
に
新
納
氏
の

粛し
ゅ
く
せ
い
清
を
図
っ
た
。

　

実
久
は
生お
い
の
び
ゅ
う

別
府
城
（
霧
島
市

隼
人
）
城
主
の
樺
山
幸
久
を

誘
っ
て
こ
の
城
を
拠
点
と
し
、

天
文
７
年
（
１
５
３
８
年
）
１

月
３
日
に
は
、
都
城
の
北
郷
忠

相
が
新
納
氏
の
所
領
で
あ
っ
た

財
部
院
を
奪
い
、
２
月
２
日
に

は
梅
北
城
（
都
城
市
）
を
占
領

し
た
。

　

同
年
１
月
21
日
、
飫
肥
・
櫛

間
の
島
津
忠
朝
は
、
甥
の
島
津

忠
隅
に
大
崎
城
を
攻
め
さ
せ
、

肝
付
兼
続
も
連
合
し
て
大
崎
城

攻
略
に
参
加
し
て
い
る
。
１
月

29
日
に
は
大
崎
城
は
陥
落
し
て

い
る
。

　

続
い
て
３
月
20
日
、
忠
朝
は

兼
続
と
と
も
に
安
楽
城
を
落
と

し
、
そ
の
後
夏
井
の
砦
を
押
さ

え
、
７
月
23
日
に
は
末
吉
城
、

松
山
城
を
落
と
し
た
。

　

肝
付
兼
続
も
島
津
忠
朝
と
と

も
に
大
崎
城
を
攻
め
た
後
に
、

３
月
16
日
に
崎
園
に
あ
っ
た
大

崎
城
の
支
城
で
あ
る
野
卸
城
を

占
領
し
、
続
い
て
安
楽
城
を
攻

め
た
。
７
月
13
日
に
は
蓬
原
城

を
、
同
16
日
に
は
恒
吉
城
（
曽

於
市
大
隅
町
）
を
攻
め
落
と
し

た
。

　

こ
う
し
て
、
島
津
忠
朝
、
北

郷
忠
相
、
肝
付
兼
続
に
よ
っ
て

三
方
か
ら
新
納
領
は
瞬
く
間
に

奪だ
っ
し
ゅ取
さ
れ
、
と
う
と
う
本
拠
地

で
あ
る
志
布
志
を
残
す
の
み
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て

天
文
８
年
（
１
５
３
９
年
）
７

月
に
忠
朝
、
忠
相
、
兼
続
の
連

合
軍
は
、
志
布
志
総
攻
撃
を
開

始
し
た
。
新
納
忠
勝
・
忠
茂
親

子
は
島
津
忠
良
に
使
い
を
出
し

て
、
救
援
を
求
め
た
が
、
忠
良
・

貴
久
親
子
も
、
薩
摩
半
島
に
お

け
る
実
久
派
の
豪
族
と
の
攻
防

に
追
わ
れ
て
い
た
た
め
、
新
納

氏
の
応
援
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

７
月
26
日
に
と
う
と
う
新
納

氏
は
降
伏
し
た
。
忠
茂
は
母
と

共
に
、
母
方
の
実
家
で
あ
る
日

向
国
佐
土
原
の
伊い
と
う
よ
し
す
け

東
義
祐
の
も

と
に
落
ち
延
び
、
父
忠
勝
は
、

島
津
忠
朝
の
計
ら
い
で
櫛
間
の

市
木
と
い
う
場
所
を
与
え
ら

れ
、隠
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、新
納
領
は
島
津
忠
朝
、

北
郷
忠
相
、
肝
付
兼
続
で
分
割

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
島
津

忠
朝
は
救
仁
院
・
末
吉
・
松
山

を
、
北
郷
忠
相
は
財
部
郷
及
び

梅
北
の
代
地
と
し
て
三
俣
院
高

城
を
領
し
、
我
が
救
仁
郷
の
地

は
肝
付
兼
続
が
領
す
る
こ
と
と

な
る
。

　

正
平
12
年
（
１
３
５
７
年
）

に
２
代
目
新
納
実
久
が
島
津
氏

久
に
よ
っ
て
志
布
志
の
統
治
を

任
さ
れ
て
以
来
、
約
１
８
０
年

間
、
新
納
氏
は
志
布
志
を
拠
点

と
し
て
大
隅
半
島
に
お
け
る
勢

力
を
拡
大
し
て
き
た
。し
か
し
、

そ
の
終
し
ゅ
う
え
ん焉
は
あ
ま
り
に
も
あ
っ

け
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
大
崎
町
教
育
委
員
会　
　

　
　
　

  　
　
　
　

内
村
憲
和
）▲志布志城跡
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みんな原石
　宝石になる世代 !!

音楽で健康になろう！
　

中
郷
集
落
の
溝
口
千
恵
子
さ
ん
は
、
鹿
児

島
県
主
催
の
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
地
域
貢

献
活
動
団
体
表
彰
式
に
お
い
て
、
日
頃
の
活

動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

溝
口
さ
ん
は
、
長
年
地
域
住
民
の
『
健
康

づ
く
り
と
健
康
増
進
』
を
図
る
た
め
に
音
薬

体
操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

音
に
薬
と
か
い
て
〝
お
ん
や
く
〟
と
読
む

こ
の
体
操
は
、「
音
楽
で
健
康
に
な
ろ
う
」
を

合
言
葉
に
民
謡
や
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に
合

わ
せ
て
、
身
近
に
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
タ

オ
ル
な
ど
を
使
っ
た
体
操
で
す
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
組
み
合
わ
せ
た
軽
快
な
体

操
で
、
筋
力
と
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
向
上
さ
せ
、

『
こ
ろ
ば
な
い
』『
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、

さ
せ
な
い
』
こ
と
を
目
的
に
考
え
ら
れ
た
体

操
だ
そ
う
で
す
。

　

地
域
の
老
人
ホ
ー
ム
や
各
公
民
館
な
ど
で

開
催
さ
れ
る
各
種
の
催
し
な
ど
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
、
会
員
自
ら
の
健
康
や
生
き
が

い
を
含
め
て
、
来
場
者
と
一
緒
に
楽
し
く
元

気
に
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
溝
口
さ
ん
は
、
日
本
和
装
学
園
大

隅
本
校
統
合
学
園
長
と
し
て
、
着
付
け
の
指

導
を
行
な
っ
て
お
り
、
全
国
大
会
優
勝
や
、

海
外
に
日
本
文
化
を
広
め
る
活
動
な
ど
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
受
賞
さ
れ
た
副
賞
の
一
部
や
、
着

物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
入
場
料
の
一
部
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
を
頂
い
て
お
り
、
溝

口
さ
ん
は
『
地
域
へ
の
感
謝
で
す
。
福
祉
の

た
め
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
』
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

▲溝口千恵子さんと音薬体操グループの皆様

溝口千恵子さん

生年月日　　平成２年７月 31 日
職　　場　　中島病院（曽於市）
趣　　味　　ジグソーパズル
好きな歌手　清水翔太・T-BOLAN

思い出がいっぱい詰まったこの

大好きな大崎町で 20 歳を迎え、

仕事も遊びも今まで以上に全力

で！！！感謝の気持ちを忘れずに

笑顔が似合う女性を目指します。

 伴野有紀さん
２0 歳

▲平成２１年度の金婚式での風景。
　結婚５０周年を祝って披露しました。

▲『福祉のために』と寄付をいただきました。
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ぐるりまちナビ
知る 観る 食べる

　

国
道
２
２
０
号
線
沿
い
に
あ

る
『
東
京
飯
店
』
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

ご
主
人
が
東
京
の
大
き
な
中

華
料
理
店
で
修
行
し
た
こ
と
が
、

お
店
の
名
前
の
由
来
な
の
だ
そ

う
で
す
。

　

お
す
す
め
は
、
10
月
か
ら
メ

ニ
ュ
ー
に
加
わ
っ
た
ア
ス
タ
ー

ラ
ン
チ
で
す
。
ア
ス
タ
ー
と
は
、

花
の
名
前
で
“
思
い
出
〟
と
い

う
花
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
、
思

い
出
に
残
る
よ
う
な
ラ
ン
チ
に

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
ネ
ー

ミ
ン
グ
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

女
性
限
定
で
す
が
、
５
５
９

■東京飯店（大崎郵便局前）
　営業時間：11:00 ～ 14:00　17:30 ～ 21:30
　定 休 日 ：第２第４木曜日
　☎ 099-476-3100　出前有

特命記者
赤田・徳永が
お届けする

▲ボリューム満点！
　日替わりランチ

▲女性限定アスターランチ

　559 キロカロリーです。

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
体
に
や
さ
し

い
ラ
ン
チ
で
す
。

　

ま
た
、
食
事
の
際
に
で
る
ジ
ャ

ス
ミ
ン
テ
ィ
ー
は
、
消
化
を
良

く
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
ジ
ャ

ス
ミ
ン
の
香
り
が
お
口
を
す
っ

き
り
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

本
場
の
中
華
料
理
を
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
高
級
感
を
出
し
な
が
ら
も

低
料
金
で
提
供
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ご
主
人
か
ら
「
お
得
な
コ
ー

ス
料
理
で
新
年
会
、
歓
送
迎
会

の
ご
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。」

と
Ｐ
Ｒ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲創業 26 年の中華料理を堪能ください
　平日は，コーヒーのサービスも！

▲アスターの花
アスターランチを注
文のお客様に花の苗
をプレゼント中！
数に限りあり

中国名菜
　東京飯店

No.19

 氏名 児玉卓司
所属 住民課
　　 税務係

　我が家の木戸口を出れば，そこ
には都萬神社があります。小さい
頃から毎日見てきたありふれた風
景が，改めて見ると特別なものに
見えることがあります。大学時代
久しぶりに帰郷してこの風景を見
たときの感動は，今でも忘れるこ
とができません。この町で育った
ことを誇りに思った瞬間でもあり
ました。毎年，多くの参拝客が訪
れるこの都萬神社に皆さんも一度
足を運んでみてください。

～都萬神社～
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広告

※JAカードのお申込み・お問い合わせは,
　お近くのJA窓口でお気軽にどうぞ。JAバンク 大崎支所　099 - 476 - 2113

金 融 課　099 - 482 - 6812

●
●
●
●
●

お勧めする理由 1 お勧めする理由 2

ＪＡカード《一体型》
　　　　   をお勧めします！　

ＪＡカード《一体型》とは･･･
ＩＣキャッシュカードとＪＡカード（クレジット機能）  
　　　　　　　　　 が一枚になったものです。

ＪＡカード《一体型》なら安心です!! ＪＡカード《一体型》でお財布スッキリ!!
ＪＡカード《一体型》は,ＩＣチップが内臓されており
不正に情報を読みとることが困難です。
だから安心です。

ＪＡでは単体のＩＣキャッシュカードやクレジット
カードも発行しておりますが, 同じ機能ならば１枚
にまとめた方がお財布もスッキリ。

キャッシュレスでスムーズ＆快適ドライブ。ＥＴＣカードも同時に申し込めるよ。

広告

そお鹿児島農業協同組合【お問い合わせ先】大崎支所　099-476-2113　　本所　099-482-6807

1.5%
※以下のいずれかに該当する場合は金利軽減となります。
・エコカー対象車輌
・給与振込（予約含む）
・公共料金２件以上
・定期積金（契約額150千円以上）と公共料金１件

・農産物販売代金見込み500千円以上
・JAオートパル購入（JAオートパル）
・共済契約２件以上

適用金利（最軽減後金利）

※なお，ローンをご利用いただける方は，ＪＡ所定の資格・要件を満たす方に限らせていただきます。
※詳細につきましては，お近くの窓口までお問い合せ下さい。

○使 い み ち

○対 象 者
○利用限度額
○借 入 期 間
○保 証 料 率

自動車・バイク購入（中古車含む），
点検，修理，車検等
安定した収入のある方
500万円以内
８年以内
0.5%～1.8%

金利軽減対象外は年２.３％
保証料別途

ＪＡマイカーローン キャンペーンＪＡマイカーローン キャンペーン

く
ら
し
の
掲
示
板

『
パ
ソ
コ
ン
実
践
科
』

受
講
生
募
集
！

募　集

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金

が
６
４
２
円
に
！

お知らせ
　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
平
成
22
年

10
月
28
日
に
よ
り
時
間
額
６
４
２
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

★
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下
の
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
別
に
定
め
る
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
の
産
業
に
該
当
す

る
場
合
は
、
当
該
最
低
賃
金
も
適
用

さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
労
働
局

☎
０
９
９
︲
２
２
３
︲
８
２
７
８

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

　

エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

メ
ー
ル
等
を
基
本
操
作
か
ら
職
場

で
活
用
で
き
る
実
践
的
な
ス
キ
ル

ま
で
学
習
し
ま
す
。

　

ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
、
財

務
、
販
売
管
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
法
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
学
習
し
、
幅
広
い
職
種
で
の
再

就
職
に
必
要
な
能
力
を
習
得
で
き

ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

【
訓
練
期
間
】

平
成
23
年
３
月
１
日
（
火
）

　

～
平
成
23
年
５
月
31
日
（
火
）

　

毎
週
月
～
金
曜
日

　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

【
場　

所
】

株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク
ス

志
布
志
市
志
布
志
町
志
布
志

３
︲
16
︲
８

【
対
象
者
】
再
就
職
を
目
指
す
人

【
募
集
定
員
】
20
人

【
応
募
期
限
】

平
成
23
年
１
月
28
日
（
金
）
ま
で

【
選
考
日
】
２
月
２
日
（
水
）

【
申
し
込
み
先
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
た

後
、
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク

ス
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

☎
０
９
９
︲
４
８
２
︲
１
２
６
５

株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク
ス

☎
０
９
９
︲
４
７
２
︲
５
０
２
０

確
定
申
告
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て

相　談
　

熊
本
国
税
局
で
は
１
月
20
日

（
木
）か
ら
３
月
15
日（
火
）の
期
間
、

『
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
』

を
開
設
し
、
所
得
税
、
消
費
税
及

び
贈
与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る

ご
相
談
等
に
電
話
で
お
答
え
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
寄
り
の
税
務
署
の
代
表
電
話

に
お
か
け
い
た
だ
く
と
、
自
動
音

声
案
内
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、『
０
番
』
を
選
択
し
、
用
件
を

お
話
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
隅
税
務
署

☎
０
９
９
︲
４
８
２
︲
０
０
０
７

※
自
動
音
声
案
内

ネ
ッ
ト
で
申
告

『
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
』

お知らせ
　
『
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）』
で
は
、
自
宅

や
職
場
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
、
各
種
手
続
（
①

所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒

税
及
び
印
紙
税
の
申
告
、
②
す
べ

て
の
国
税
の
納
税
、
③
納
税
証
明

書
の
交
付
請
求
及
び
法
定
調
書
の

提
出
な
ど
の
申
請
・
届
出
等
）
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

労
働
に
関
す
る

無
料
相
談
会

相　談
　

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？

　

県
労
働
委
員
（
公
益
委
員
（
弁

護
士
等
）、
労
働
者
委
員
（
労
働
組

合
役
員
等
）、
使
用
者
委
員
（
会
社

経
営
者
等
））が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

労
働
者
、
事
業
主
の
ど
ち
ら
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

平
成
23
年
１
月
25
日
（
火
）

　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

平
成
23
年
３
月
14
日
（
月
）

　

12
時
30
分
～
16
時
00
分

【
場　

所
】

　

県
庁
労
働
委
員
会
（
15
階
）

【
相
談
事
例
】

解
雇
、
雇
い
止
め
、
配
置
転
換
、

賃
下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
嫌
が
ら
せ

な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
︲
２
８
６
︲
３
９
４
３
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協
働
活
動
促
進
課

☎
０
９
９
︲
２
２
１
︲
６
６
０
５

【
給
付
対
象
者
】

　

水
俣
湾
な
ど
の
メ
チ
ル
水
銀
で

汚
染
さ
れ
た
魚
な
ど
を
た
く
さ
ん

食
べ
、
手
足
先
の
感
覚
（
触
覚
・

痛
覚
）
が
鈍
い
な
ど
一
定
の
症
状

が
あ
る
方
で
、申
請
を
さ
れ
、検
診
・

判
定
の
結
果
、
該
当
す
る
方

【
給
付
内
容
】

●
一
時
金
、
療
養
手
当
、
療
養
費

　
（
医
療
費
の
自
己
負
担
分
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
環
境
林
務
課

☎
０
９
９
︲
２
８
６
︲
２
５
８
４

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
か

ご
し
ま
で
は
、
乳
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
重
要
性
、
健
診

率
向
上
を
目
的
に
、『
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
in
か
の
や
』
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

当
日
は
、
乳
が
ん
体
験
者
で
も

あ
る
タ
レ
ン
ト
山
田
邦
子
さ
ん
の

講
演
会
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

【
日  

時
】

平
成
23
年
２
月
５
日
（
土
）

開
会
午
後
２
時　

閉
会
午
後
４
時

【
場　

所
】

鹿
屋
市
文
化
会
館

鹿
屋
市
北
田
町
１
１
１
０
７

☎
０
９
９
４
︲
４
４
︲
５
１
１
５

【
内　

容
】

■
第
一
部　

乳
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

『
ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ

う
！
』

乳
腺
専
門
医
が
乳
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
・
自
己
検
診
な
ど
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

■
第
二
部　

山
田
邦
子
さ
ん
講
演
会

『
大
丈
夫
だ
よ
、
が
ん
ば
ろ
う
！
』

ご
自
身
の
体
験
を
通
じ
て
乳
が
ん

検
診
の
大
切
さ
を
お
話
し
ま
す
。

◎
ロ
ビ
ー

乳
が
ん
自
己
検
診
法
・
乳
が
ん
に

関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
・
乳
が
ん
体

験
者
の
会
ブ
ー
ス

【
入　

場
】
先
着
１
千
名

入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
か
ご
し
ま

鹿
児
島
市
小
川
町
17
︲
３

☎
０
９
９
︲
２
２
２
︲
８
７
８
７

申込
受付中  

困った
時は！パソコン教室

だいわ入口交差点（駐車場は裏側です）
おかげさまで10年目。

修理
販売
検定
設定
相談☎（099）476-5211

営業時間 :AM10:00～PM8:00（要予約）

初心者・一般・学生・高齢者
仕事・趣味・資格・修理
パソコンライフを応援

パソコンサポート
NT-JAPAN

パソコン教室

お気軽に !

広
告

　 大崎幼稚園子育て支援 【ひよこクラブ】
 　　　　　　　　一日体験入園
日時＊平成 23年１月 27 日（木）10 時から 12 時
場所＊大崎幼稚園園庭及び遊戯室
参加される方は，24日（月）までにご連絡ください。
【ひよこクラブ活動計画】読み聞かせは，毎回行っています。
１月１３日（木）＊リトミック・ぜんざい作り
２月  3日（木）＊リトミック・豆まき            
２月 17日（木）＊英語遊び・クッキー作り
3 月  3 日（木）＊リトミック＊ひなまつり会
3月10日（木）＊実のなる森へお散歩
大崎幼稚園    ＴＥＬ＊ＦＡＸ（099）476－3455

広
告

広
告ニューウェーブ大崎 開催予定表 ☎ 099-478-2222　

１
月

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

佐 

賀

佐 

賀

船

橋

船

橋

船

橋

荒 

尾

荒 

尾

佐 

賀

佐 

賀

名
古
屋

川

崎

川

崎

川

崎

荒 

尾

佐 

賀

佐 

賀

休

館

2
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

笠

松

笠

松

荒 

尾

荒 

尾

佐 

賀

佐 

賀

名
古
屋

名
古
屋

浦

和

荒 

尾

佐 

賀

佐 

賀

佐 

賀

休

館

休

館

大

井

荒 

尾
重
賞
レ
ー
ス

花かごしま20111月20日㈭ノカイドウ特別
1月23日㈰花吹雪賞
1月26日㈬川崎記念

2月2日㈬TCK女王盃
2月3日㈭ミヤマキリシマ特別
2月11日㈮佐賀記念

回遊拠点となっております

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
in

か
の
や

お知らせ

給
付
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

お知らせ

　

法
務
局
で
は
、
平
成
23
年
１
月

23
日
（
日
）
に
サ
ン
デ
ー
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

【
日  

時
】

平
成
23
年
１
月
23
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
場　

所
】

鹿
屋
市
西
原
４
丁
目
５
番
１
号

（
鹿
屋
合
同
庁
舎
）

鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋
支
局

【
相
談
の
内
容
】

■
登　

記

　

土
地
・
建
物
の
売
買
・
相
続
等
、

土
地
の
境
界
問
題
、
そ
の
他
不
動

産
登
記
関
係
全
般

　

会
社
・
法
人
の
設
立
、
役
員
変

更
等
の
登
記
関
係
全
般

■
戸
籍
・
国
籍

　

出
生
・
婚
姻
・
養
子
縁
組
・
帰

化
等
の
問
題

■
供　

託

　

土
地
建
物
の
地
代
家
賃
の
弁
済

の
た
め
に
す
る
供
託

　

強
制
執
行
の
た
め
に
す
る
供
託

の
問
題

■
人　

権

　

家
庭
内
暴
力
、
家
族
間
の
問
題
、

差
別
、
い
じ
め
、
遺
言
な
ど
の
問

題【相
談
員
】

法
務
局
職
員
、
公
証
人

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋
支
局

総
務
課

☎
０
９
９
４
︲
４
３
︲
６
７
９
０

法
務
局
サ
ン
デ
ー
相
談

相　談

　

市
民
、
行
政
、
自
治
会
、
企
業

な
ど
が
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の
課

題
を
解
決
す
る
『
秘
訣
』
を
一
緒

に
学
び
ま
し
ょ
う
！

【
名　

称
】

【
ひ
っ
と
べ
か
ご
し
ま
２
０
１
１

　

共
生
・
協
働
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

【
日  

時
】

平
成
23
年
３
月
６
日
（
日
）

10
時
か
ら
18
時
30
分
ま
で

【
場　

所
】

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

県
民
ホ
ー
ル
及
び
県
政
記
念
公
園
他

【
主
な
行
事
内
容
】

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

◎
基
調
講
演

演
題『
協
働
と
共
創
で
地
域
を
耕
す
』

講
師
：
川
北
秀
人
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｅ
『
人
の

組
織
と
地
球
の
た
め
の
国
際
研
究

所　

代
表
』）

◎
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
『
ま
ち
づ
く
り
を
根
っ
こ

か
ら
考
え
直
す
』

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

橋
口
勝
氏

（
鹿
児
島
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
協
会
代
表
）

パ
ネ
リ
ス
ト

岩
切
幸
二
氏
他

（
鹿
屋
市
川
西
町
町
内
会
会
長
）

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
活
動
紹
介

　

県
政
記
念
公
園
に
テ
ン
ト
・
ス

テ
ー
ジ
を
設
置
し
、
参
加
団
体
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
活
動
紹
介
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

共
生
協
働
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
に
つ
い
て

イベント

是非お立寄り下さいませ。
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　  般 図 書一
ウラジオストクから来た女……………………… 高城　高	
猫物語　白……………………………………… 西尾　維新	
楊令伝　１５（完結）…………………………… 北方　謙三	
龍馬伝　完結編………………………………………… NHK	
怒らない技術…………………………………… 嶋津　良智	
九州ベストガイド　2011 年版……………………… 成美堂	
手袋でつくるてぶぐるみ………………………… 笹川　勇	
『20 代』でやっておきたいこと………………… 川北　義則	
ピアノ弾き即興人生…………………………… 山下　洋輔	
冷えとりガールのスタイルブック………… 主婦と生活社	
100 歳の少年と 12通の手紙…… エリック＝エマニュエル	
無菌室ふたりぽっち……………………………… 今田　俊	
YOU！………………………………………… 五十嵐　貴久	
リストラに乾杯！………………………………… 汐見　薫	
悪党重源………………………………………… 高橋　直樹	
いつもの味がランクアップ！新料理のコツ…… 脇　雅世	
宇宙は何でできているのか……………………… 村山　斉	
残念な人の仕事の習慣………………………… 山崎　将志	
スター・ワーズ…………………………………… 星　新一	
武士の家計簿…………………………………… 磯田　道史	
山科の家……………………………………… 四手井　淑子	
異形の大国　中国…………………………… 櫻井　よしこ	
地のはてから　上・下………………………… 乃南　アサ	
藤原さんちの毎日ごはん………………………… みきママ	
立体切り紙 12か月…………………………… 大原　まゆみ	

動物の赤ちゃん大図鑑………………………… 小宮　輝幸	
たっくんのおしろ…………………………… 土屋　富士夫	
知ってびっくり！もののはじまり物語……… 汐見　稔幸	
とこやにいったライオン………………………… サトシン	
ラブ＝おばけベイビー……………………… むらい　かよ	
ランプの精リトル・ジーニー 16……… ミランダ・ジョーンズ	
ふうとはなとうし……………………… いわむら　かずお	
忍たま乱太郎　打鳴寺のかねをならすのは・・・の段…… 	
………………………………………………… 尼子　騒兵衛	
リンちゃんまちへいく………………………… 自転車協会	
ぼくにもそのあいをください………………… 宮西　達也	
ネルとマリのたからもの…………………… 亀岡　亜希子	
スイミー……………………………………… レオ＝レオニ	

チャレンジ　ミッケ　７………… ウォルター・ウィック	
まめたろう……………………………… 東京子ども図書館	
ペネロペてづくりレシピ……………… トモコ＝ガルシア	

　  童 図 書児

図書館のおすすめ本

●新刊のお知らせ●図書館へ行こう

≪２月の開館時間≫
平日（火〜金） 午前9：30〜午後6：00
土・日           午前9：00〜午後5：00
月曜日・祝日は休みです。

本の検索について
さがしている本の所蔵について，町のホー
ムページより検索することができます。
ホームページの『図書検索』をクリックし
て，『フリーワード検索』などの機能を使
用して蔵書検索ができます。便利な機能で
すので，どうぞご活用ください。

一　般　図　書
体脂肪計タニタの社員食堂
タニタ
野菜たっぷり , おいしさ・ボリュームをそのままに
カロリーと塩分ひかえめのタニタの社食レシピを収
録した人気の本の続編です。

児　童　図　書

女 , 一生の働き方
樋口　恵子
高齢社会のなかで大量発生するであろう“貧乏ば
あさん”を“ハッピーばあさん”に転換するための
女性の働き方を提案しています。

ひよこのアーサーがきえた！
福本　友美子
生まれたばかりのひよこのアーサーが消えて
心配な母さんは大慌てで探しますが・・・・・。

おきゃく , おことわり？
ベッカー
『おきゃくおことわり』のはりがみをしてい
るクマの家へネズミがやってきて帰ろうとせ
ず…　不器用なクマとおちゃめなネズミのお
はなしです。

　指宿市の発行する『広報 ibusuki』２月号にて，
本町を紹介していただきます。

あなたのまちと
　“よかとこ”情報交換！よかとこトレード！

問い合わせ先　指宿市観光課観光企画係

☎０９９３－２２－２１１１（内線 321）

【指宿市の概要】（Ｈ 23. １. １現在）
■人口 44,037 人 ■世帯 19,726 戸 ■面積 149.01 ㎢
■市花 ハイビスカス，菜の花 ■市木 ツゲ，ギョボク
■市鳥 メジロ　■市蝶 ツマベニチョウ ■市魚 カツオ
■ホームページアドレス　http://www.city.ibusuki.lg.jp

■ＪＲ日本最南端の西大山駅へ♪
　駅前に，幸せを運ぶ『黄色いポスト』が
登場。あなたの想いをあの人へ届けます！
　また，レンタサイクルで駅周辺の自然や
歴史を満喫しませんか。
■今年の指宿は，浦島太郎がブーム !?
　九州新幹線鹿児島ルート全線開業に合わせて，鹿児島中央駅－指
宿駅間に観光特急『指宿のたまて箱』が運行します。列車の乗降口
上部からは，たまて箱の煙をイメージした霧が噴き出します。
　また，龍宮神社がある長崎鼻，国の重要文化財に指定される『玉
手箱』がある枚聞神社など，浦島太郎伝説にまつわる話題がいっぱ
い。

今月の交流市町【指宿市】

▲西大山駅の黄色いポスト
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〜人権について，考えてみましょう。〜
　【性的少数者と人権】
　性同一性障がいとは，生物学的な性『からだの性』と性の自己認識『こころの性』が一致しない
状態をさします。性同一性障がいのある人々は，自分の『こころの性』と『からだの性』が一致し
ないことにより，社会生活に支障が生じます。
　日本では，日本精神神経学会がまとめたガイドラインに基づいて，診断と治療が行われており，
性別適合手術をはじめ，性同一性障がいのある人々に対する治療は，正当な医療行為として認知さ
れています。こうした治療を受け性別適合手術，さらに戸籍上の性別の変更に及ぶ人もいますし，
そうでない人もたくさんいます。性同一性障がい者の数は，各国の統計からおよそ男性３万人に１人，
女性 10 万人に１人の割合で存在するといわれ，日本では 2,200 人～ 7,000 人程度の性同一性障
がい者が存在するとされています。
　性的指向とは，人の性愛がどのような対象に向かうのかを示す概念を言います。具体的には，性
愛の対象が異性に向かう異性愛，同性に向かう同性愛，男女両方に向かう両性愛を指します。
　同性愛者，両性愛者の人々は少数派であるがために正常と思われず，根強い偏見と差別から，社
会生活のさまざまな面で人権にかかわる問題が発生しています。差別や偏見をなくし，理解を深め
ることが必要です。

人権啓発
シリーズ
⑪
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町のカレンダー
The calendar of the town

農振…農業振興センター
野……野方改善センター
中公…中央公民館
保……保健センター
体……大崎町総合体育館
老……老人福祉センター

共……共済組合
菱……菱田改善センター
持……持留改善センター
中央…中央運動公園
砂……ビーチスポーツ専用競技場
大……大丸改善センター

役福…役場保健福祉課
野活…野方地区活性化センター

（医）…在宅当番医
プ……益丸プール
ふ……ふれあいの里公園
図……大崎町立図書館

町政75周年
ひと・もの・自然，調和が奏でる躍動のまち

この広報紙は再生紙を使用しています

休日在宅医今月の納税
●国民健康保険税８期
●固定資産税４期　●水道料
家族介護者教室
● �テーマ　『楽しく身体を動かしましょう』
● �日　時
　平成23年 1月 25日（火）
　14時〜
● �場　所　回生園デイサービスセンター
町営住宅空家情報
● �１月１日現在，空き家はありません。
※詳細については，建設課管理係

（TEL476-1111 内線 243）

１月 23 日
■江藤医院　 　 　 　 　 TEL 476-0126

１月 30 日
■草野クリニック　 　 TEL 471-7533

２月６日
■牧瀬内科クリニック　TEL 477-2121

２月 13 日
■坂元内科クリニック　TEL 471-7055

２月 20 日
■休み

（注）下記日程は変更になることもあります。

月 火 水 木 金 土 日
1/�
・�防災とボランティ
ア週間
　1/15〜1/21

�
・ふれあい
　おはなし会
　10：00〜
・ソフトバレーボール大会
　町体9：00〜

�
・�母子手帳発行
　役福  9：00〜12：00

�
・にこにこ料理教室
　保  9：00〜12：00
・マスターズプロジェクト
　大 9：15～11：00

�
・はっする広場
　保  9：30〜11：30
・マスターズプロジェクト
　老   9：15～11：00
・農委定例総会
（共済２F) 9：00〜

�
・三種混合予防接種
　保  12：50〜13：10
　（受付）

�
・スリム会
　保  9：00〜12：00
・育成・成牛市
　大隅 9：30〜

� �
・ファミリーフットサル
　町体9：00〜

� �	
・育児・歯科相談
　保  13：30〜15：00
・マスターズプロジェクト
　老 9：15～11：00
・子牛セリ市
　大隅 9：30〜
　28日まで
・教育委員会
　教育長室
　　10：00〜

�
・はっする広場
　保  9：30〜11：30
・マスターズプロジェクト
　野活 9：15～11：00
・障害者巡回相談
　保  10：00〜12：00

�
・つくしんぼ教室
（親子教室）
　保  10：00〜12：00

�
・町県民申告受付
（立小野地区）
　9：00〜15：00
　立小野ふれあい館
・ひだまり教室
　保  9：30〜11：30

�
・町県民税申告受付
（野方地区）
　9：00〜15：00
　野方改善センター

�
・町県民税申告受付
（野方地区）
　9：00〜15：00
　野方改善センター
・おめでた両親学級
　保  10：00〜14：00

� 2/1
・マスターズプロジェクト
　野活 9：15～11：00
・本の宅配
（午前中）

2
・はっする広場
　保  9：30〜11：30
・マスターズプロジェクト
　老   9：15～11：00

3 4 5 6
・町県民税申告受付
（菱田地区）
　9：00〜15：00
　菱田改善センター

7
・�母子手帳交付
　役福  9：00〜12：00

8
・マスターズプロジェクト
　老   9：15～11：00

9
・はっする広場
　保  9：30〜11：30
・マスターズプロジェクト
　野活 9：15～11：00
・障害者巡回相談
　保  10：00〜12：00

⓾ � � �
・町県民税申告受付
（中沖地区）
　9：00〜15：00
　中沖地区公民分館

資源ゴミ回収
（第２木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第1木曜日地区）

・教育相談
　毎週火曜日　9：00〜16：00
　中央公民館
・心配ごと相談
　毎週水曜日　9：30〜15：30
　老人福祉センター
・行政相談
　毎月第４水曜日　9：30〜15：30
　老人福祉センター

資源ゴミ回収
（第3木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第4木曜日地区）

消費者ホットライン
〜困ったときは，ご相談ください〜
悪徳商法，食品事故などの消費者
トラブルに関するご相談は，
消費者ホットラインへ

☎0570-064-370
　「消費生活に関する悩みや苦情，疑問
があるのにどこに連絡すればいいか分か
らない」そうした場合は，消費者ホット
ラインに電話して下さい。
　お住まいの近くにある消費生活セン
ターや相談窓口に年末年始を除いて，毎
日つながります。


